視覚情報処理機能の発達とP300の加齢変化の過程 by Yanagihara, Masafumi




柳 原 正 文
岡山大学教育学部特殊教育教室
発 行 所 警 護 診 断 と 治 療 社
276




柳 原 l:_ 文
要 旨 5-25歳の健常児 ･首72名を対象 に, 三種の弁別課題条件下で P300潜時の加齢変化
の過程 を比較 した.P300潜時 は 14歳頃 までに急速 な短縮 を示 したが,その短縮速度 は課題閏
で異 も:っていた.5-14歳の年 間 平均短縮速 度 は,単語弁別の左 右釦押 し反応 を求めた場 合 17
ms,go-nogo反応 では 16msであったのに対 し,色弁別の左 右選択反応課題 では 28lTISであっ
た.潜時か もっとも短縮する年齢 を 二次回帰式か ら予測すると,単語課題か 1)6歳 (28歳 )に対
し,色課題 では 19歳 と 5年lJ.上の開 きが認め られ た.加齢 に伴 う潜時の変化は提示課題 によっ
て異なることを指摘するとともに, この変化には刺激処理機構の発達が表現 されることを考察 し
た.
見出し語 事象関連電位､P.ljUU,加齢変化,発達診断









小児勅にお ける P30()の加齢 変 化 を探っ/二研
究りり'では,5歳1リ､降加齢に伴い潜時の急速 な短縮
がみ られ1',思春期 を過 ぎると成人のノ炉,勘 こ達 す
るlJF'ことか指摘 されている.
ところか,報告された諸成績を比較すると,同 一

























.ua/),J月掛或されている.車語 a課題 Jl1卜単語 a)は｢!,I
る｣i-/二は ｢ふゆ｣J)語をランダム提示 し,刺激に対
応司るノrI石の釦押 し応答を求めるものである.単語 t)



















































;こ比較 したものである.年齢は 2歳刻みで集計 して
いる.RTは,いずれの課題についても5歳から 14
歳 までに急速な短縮 を示 し,それ以降 20歳前後ま
で短縮傾向が持続 していた.RTを Y,月齢を Xと
した時のLd帰式は,挙諮 a:Y-().0097XJ-4.8789X
+1()146718, 単語 b:Y-().()1()3Xニー 5.01()5X十
誤 J丈 応 率
(0/a)
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Lx11 反応時間 (RT)お よび誤反応率の加齢変化
●:lTP一語 とl了 ､IJ単jnLib,▲ Il色U)課越を示41.横軸年齢.iL)歳別みて表わ'Jでi''･つ, .-)-f5歳 lL-)歳
LIノミ記してい る.
RT は[p-｡吾tl.単語 t),色の順に延長する九㌧ 加齢に伴い./-:,Jかこ短縮し,1.-)歳頃に･/IE∫成 人LJ-)ノk,t弓に)卓.














aと単語 bの差は約 50ms,単語 aと色との差は約
75msであり,課題の操作が予想通 りに作円 してい












比 較 したの が 図 3で あ る. AkaikeInformation
CriterionlAIC -を適用 した結果,P300の年齢へ
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図3 単語課題におけるP3()0潜時の加齢変化







認 された.P300 をY,月齢を Xとした時の回帰
式 は,単 語 aの場 合 Y-0.0034X2- 2.1752X+




準推定誤差 (単語 a,bそれぞれ 37ms,44ms を
考慮すると,2つの回帰に差はないとみた方がよい.
p300の短縮の著 しい 5-14歳の区間について.1
年当 りの短縮率を推定すると単語 a17ms,単語 b
16msと同程度であった.また,この短縮傾向が消




の場合 0.867,単語 bで 0826と有意な相関関係を
認め (p<O.()()1),P3()()tJ日夏応に先行 して出現す
るという時間関係 を示 した (P30()を Y,RTを X









認 された F(2,212)-18.417.p<OOlL 色の回帰
式 は Y-0.OO94X-I-4.4006X十828.318Oで表現 さ
れ,この場合,5-14歳までの年間当りの短縮時間


























表 1 P300潜時の加齢 変 化に関 す る 文 献 成績
280 脳と発達 第27巻 第 小号
報 告 者 対
lヽartln'3 1988 6-23歳
佐藤ら 19紺 6-14歳
:- : 二∴ _
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形 式 は共通 であるため,両 者 の RT の比較を通 じて
刺激 判断 ステー ジにおける消 費時 間の違いを知るこ
とが で きる.
単 語 aと単語 bの間 に み られ た時間差は平均 50
msであ った. これ は,特 定 刺激にのみ反応を起こ
す go-nogo反応 よ りも左 右の和押 し反応の方が困
難 てあったことを示 す. 一方,単語 aと色との差は
75msであ り.色刺激に比較して単語刺激LD万が刺









か ら,P300潜時 に は主 と して刺激判断ステージに
対応 した処理操作 符号変換 ,方法の項参,昭 ′の情










速 度 は年間 16ms,17msであったの に対 し,色課
題 て悠 28msと 2倍近い短縮速度 を示 していた. こ



































































ト1-1mutlinn0日Tt三日IlumilnトLlbjeALr.< Ell,'/I.''… 什♪/7` L-
/,'Jl′(I/川 .＼1'･Nr･′P/7.W,/lE17ボ:JJ:147~3,8･
:うIJ()hnト川IJrR i)t･＼,elopmentlLlビ＼i(lenLef()rnlOrl･








e＼,enト relCte(Ip()tential E/tr/′-I)糾(V/,/7(//,)g ′-(ソ,,I
lVrEm'f･h_ySl'/l‡)只.-):62:14119･
6 佐藤睦美,滞 之1'-.営FE益W.清水夏絵,二瓶 -
















10､柳原正文,口笠親積,矧 日清九 高橋仙郎･因-H i
折を用い[=誘発電位成分 つ同定.岡山入学教育'学部
研究堅持 1987:71:99-105.
11 北川敏男.編. 情報 ql統計学.情報科学講座 A-:r
J.東京:t.圭出札 lOR'3.






I,:30()e､即 t-r(Ll～ltedI)｡tenll`1日verere…rdedLn72TIOrm'1ドubjeL･tSrこIng-ngfrom r- ,i)5yearsofagefor
tlrF=･)トLlこ1(hドCr山一In･1-i("llitトkゝ.A I)t･ogreド51､でdecre(lL<eOfP3()OllrenCy､VlthCur､Ielin(J･lrfunL･=川l､VとlSI()Lll(1
il;IlthetilドksH｡､ve､で｢.thea酢/P3()(HltenC)ISlopefrom 5to14),e(lr-VilドdlfferentfornV(-V｡rd(lisH-i-
nm.;.liontヱtSk… ndaL･Olor(llSLIr‖1-lnと.i,(,ntmk,-17m.'/)･ -i(うm石 '川(卜 L'ホm･</.vrespecti､-et),TheAL･ur-
velneItrregreトトi()ne(lLl,･ltionl〕re(IlLlte〔ltheドl一()rleS-1ateI-CyOfP.･3()Orobeobser､･edat27(iye;lrS 1)ドye(･lrト in
＼vorddIS(･rimln;lt10-日(,､ドkト.nHnllriln tO19yeClrSin{" olordlSCrlmlnこItion伽 kTheserenllトin(目し･こIle(Itle
ド:jO()).ltenCy､･Irieトde)jendlngul)Onthel･lSktyI〕e:differentta･<1く日･e(lLIire(lfferentmode-)f")i(∩-11､･eln-
rom.lt.OnI)rOeeWnLJ･Th)ドfzu.hh('u)dbeI,lkenintoi,lぐCOunt､,henP3°(日<ltenL･)∫iドuSe(1i()re､IilL1,1日.肖｡hl(1-
ren'seognli､･e(leL､,e･1(叩ment･
jVr)r(/jlLLL/LILul1.().(ノJ-.･27:27hl-(Vl
- 15-
